
 

令和 4年度当初予算編成に寄せられた意見と市の考え方について 

 
（１）意見募集結果 

意見募集期間 令和 3年 12 月 14 日～令和 3年 12月 28 日 

意見募集結果 提出者数 2 名、 提出件数   12 件 

意見に対する対応 意見を参考に案を修正したもの 0件 

 

 
（２）意見内容と市の考え方 

№ 
提出された意見の内容 

※原文のまま掲載してあります 
意見に対する考え方 

案の修正

の有無 

1 １、予算書の中から財政調整基金を

含む全基金の内容が消えてしまっ

ているので復活してほしい。職員は

ひょっとして所内のイントラネッ

トで検索できるのかもしれないが

一般市民にはアクセスできない。 

 

市民としては佐倉市の全体の財政

状況が知りたいのでどうしても必

要である。３月末の数字は１２月１

日の実績をもとに推定値でも欲し

い。通常、基金は激しく変動するも

のではないから、１２月１日の実績

値でも結構です。 

各種基金の残高につきまして

は、ホームページに掲載している

前年度の決算書で確認できるた

め、省略させて頂きました。 

令和３年度末の残高推計につき

ましては、令和４年２月の補正予

算で変動するため、当初予算編成

前に推計することは困難です。 

また、各種基金の金額が大きく

変動するのも、例年２月市議会定

例会終了後になりますので、１２

月１日時点での基金残高から年度

末残高の推計をすることも困難で

す。 

無 



№ 
提出された意見の内容 

※原文のまま掲載してあります 
意見に対する考え方 

案の修正

の有無 

2 ２．日本社会は過去２年間にわたり

新型コロナに悩まされてきた。今は

新しい変異株も出現し、第 6波が来

るのではないかと皆心配している。

欧米諸国では２回ワクチンを接種

しているのも関わらず、過去最大の

陽性者がいくつもの国で発表され

ている。しかるに今回の予算案のど

こにもコロナ対策を歌った事業が

存在しない。コロナは令和３年度内

で終息すると考えているのだろう

か？ 

 

欧米各国は陽性者数が急増してお

り、年末から年初にかけて更に増え

ると予測されている。日本の第６波

は、発生するとすれば欧米諸国から

何か月か遅れるだろう。そうなると

令和４年度に突入することになる

可能性が大である。その場合、この

予算内容で介護施設の利用者や小

中学校の子供たちの命と健康を守

れるのだろうか、極めて心配であ

る。 

 

第６波が４月以降も続くと想定し

た事業が全くない。このままでは過

去の二の舞になってしまう。 

新型コロナウイルス感染症対策

につきましては、令和２年度補正

予算から本年度も継続して衛生費

の健康危機対策事業を始め、民生

費、商工費、教育費等、様々取り

組んでいるところでございます。

高齢者や子どもたちの安全・安心

な暮らしを守るため引き続き、感

染症対策を実施してまいります。 

無 

3 ３．事業の殆どについて改善の依

頼。 

説明を読んでも対象とすべき実績

値も計画値も何もないので増やす

べきか減らすべきか全く判断がで

きない。以前の予算案のように参照

できるデータを記載してほしい。 

計画値につきましては、企画政

策課のホームページ「実施計画書

（第５次総合計画前期基本計画）」

に掲載しております。 

また、実績値につきましては、

企画政策課ホームページに掲載の

「主要施策の成果の説明書」をご

参照ください。 

無 



№ 
提出された意見の内容 

※原文のまま掲載してあります 
意見に対する考え方 

案の修正

の有無 

4 ４．臨時経費事業 146 森林整備事

業 

佐倉市にはどれくらい市有の森林

があるのか？4 年度の対象は 1,000

㎡となっている。市内の多くの雑木

林は恐らく私有地と思われるから、

そこへ森林環境贈与税を投入する

ことはこの税の趣旨に合致しない。

市有林が小面積であるとそこをい

くら整備しても地球温暖化防止に

つながらないが、どのような事業に

なっているのだろうか？ 

佐倉市の市有林は、約 58ha で

す。 

森林環境譲与税は、私有林人工林

面積、林業従事者及び人口の基準

により市町村及び都道府県に譲与

されるものです。 

森林環境譲与税の対象範囲とし

て、千葉県においては、県の定め

る「計画対象民有林」としてお

り、これには公有林の他、私有林

も含まれます。 

令和４年度事業では、市内森林

の現況調査等を実施する予定で

す。 

無 

5 ５．臨時経費事業 61＆62 市長及

び市議会議員選挙事業＆県議会議

員選挙 

来年参議院議員選挙が必ず行われ

るので臨時経費事業 63 については

理解できるが、61＆62 は来年では

なく再来年の春に普通は行われる

ので、この予算は年を持ち越すとい

うことになるのか？ 

市長及び市議会議員、県議会議

員の選挙につきましては、ご意見

に記載のとおり、令和５年４月に

予定されておりますが、準備等の

ため、令和４年度中に執行が必要

なものを予算要求しております。

あくまで４年度中に執行するもの

であり、令和５年度に持ち越すも

のではありません。 

無 

6 ６. 臨時経費事業 60 証明書コ

ンビニ交付事業 

予算の説明内容を見ると利用件数

は 21,782 件となっている。今回も

2回サービスの普及啓発を2回行う

となっているが、もうかなり年月が

たっているのでかなり普及してい

るように思える。利用件数を何件に

すれば目標が達成されたと考える

のか？ 

証明書コンビニ交付事業におけ

る利用件数の目標数値としては、

予算要求時に積算しました計

21,782 件となります。 

（住民票、印鑑登録証明書、戸籍

の全部・一部事項証明書、戸籍の

附票、課税証明書・非課税証明書

のコンビニにおける交付数の総

計） 

無 



№ 
提出された意見の内容 

※原文のまま掲載してあります 
意見に対する考え方 

案の修正

の有無 

7 ７. 臨時経費事業 38 結婚支援

事業 

この事業もかなり継続されている。

説明文を読んでも過去に何組が結

婚し、佐倉に定住したかが不明。予

算を点けることには反対しないが、

データがないのでは増やせとも減

らせとも言えない。 

他の事業もそうだがデータがない

と判断ができない。是非データを記

述するよう改善をお願いしたい。 

本事業は、結婚を希望する独身

男女への出会いの機会を提供する

ことで、成婚及び市内への定住化

を推進していますが、成婚数、市

内定住数の把握については、結婚

相談登録の退会後にご成婚をされ

る場合など事業の性質上、全数を

把握することは難しい状況です。 

なお、当初予算要求事業内容説

明書に掲げている【活動指標・成

果指標】の過去の実績について

は、経常経費及び臨時経費のうち

主な事業について「主要施策の成

果の説明書」に掲載しています。 

無 

8 ８．経常経費事業 50＆51 住民情

報システム運営事業＆行政情報化

推進事業 及び臨時経費事業 41＆

41 住民情報システム整備事業＆

電子自治体推進事業 

これらの事業費を合計すると 10 億

5 千万円以上になる。すべて情報シ

ステム課の管轄である。この中で最

後の電子自治体事業費（約 4千 2百

万円）は数字としては一番小さい

が、内容をよく見ると巷で取り上げ

られているガバメントクラウドの

一環のように見える。そうだとする

となぜ全経費を一般財源から支出

するのか？もともと国主導のプロ

ジェクトではないのか？それとも

詳細設計が確定したら、国庫支出金

で全額返金してくれるのか？ 

経常経費事業 50 住民情報システ

ム運営事業及び 51 行政情報化推進

事業並びに臨時経費事業 41 住民情

報システム整備事業及び 42 電子自

治体推進事業の合計は、約 652 百

万円です。このうち、電子自治体

推進事業に係るものは約 4百万円

であり、従来から運用している

「ちば電子申請サービス」及び

「ちば施設予約サービス」の利用

料が主なものです。なお、ガバメ

ントクラウド先行事業は、国の直

轄事業であるため、先行事業に係

る市の歳入や歳出はありません。 

無 



№ 
提出された意見の内容 

※原文のまま掲載してあります 
意見に対する考え方 

案の修正

の有無 

9 １ はじめに 

標記の配布資料をいただきました

ので、感想とともに意見を提出しま

す。わたくしの関心事は、市が掲げ

る「題５次佐倉市総合計画の進捗」

（以下・「計画」）に照らし、次年度

予算が市民の日常生活上、それがど

の程度の実現性と将来性を感じ取

れるのかということです。２０３１

年の１０年後に、わたくしどもはど

のようなまちにすむことになるの

でしょうか。先の見えない新コロナ

禍という悩ましいこと（ハプニン

グ）もありますが、それをも超えて

いく第一次実施計画の終了となる

はずの本予算案は、万人からきわめ

て重要視されるものと思われます。

そうしたことを十分にご配慮いた

だき、市民に分かりやすく展望が持

てる内容の予算編成を切に願いま

す。 

佐倉市の将来都市像である「笑

顔輝き 佐倉 咲く みんなで創ろ

う『健康・安心・未来都市』」の実

現に向けて、まちづくりを推進し

てまいります。また、近年の気候

変動や災害、新たな感染症の流行

といった将来予測が困難な状況が

続いていることも踏まえながら、

市の最上位計画である総合計画に

基づき、毎年、実施する事業を見

直すことで、市民の皆様が希求す

る施策の実施に尽力してまいりま

す。 

 

無 



№ 
提出された意見の内容 

※原文のまま掲載してあります 
意見に対する考え方 

案の修正

の有無 

10 ２ 主要な観点の堅持 

（１）全庁的に、「避けることので

きない高齢化に対応していく基本

姿勢」をベースに、堅実な予算編成

としてください。 

「計画」の将来人口の見通しは、約

15.9 万人で、期待値の出生率によ

る改善をもってしても約17.1 万人

の厳しさです。その一面は「高齢者

が多くなる」ことも意味し、「箱モ

ノより中身」「スピード感より納得

感」「機械化より人間化」などハー

ド面よりもソフト面の施策の多様

化と細目化が肝要になります。課別

の予算要求内容を散見すると、事業

によりかなりの予算のウエイト格

差がみられます（例えば、情報シス

テム課関係事業＜総務費＞や社会

教育課関係事業の図書館－新町活

性化事業＜「教育費」＞等の巨額と

他事業の筋少額）。これらは、前期

「計画」からの「歴史や自然を大事

に地道に文化の香りを育んでいく、

市民の心にそった佐倉らしいまち

づくりとくらしの着実な継承」にや

や違和感と乖離が懸念されます。 

令和４年度予算編成方針におい

て、「健全な財政運営と持続可能な

財政の確立」を掲げ、中長期的な

視点から財政基盤の強化を図るた

め、事務事業の見直しを徹底し、

行政コストの削減、及び新たな財

源確保に全力で取り組んでまいり

ます。 

無 



№ 
提出された意見の内容 

※原文のまま掲載してあります 
意見に対する考え方 

案の修正

の有無 

11 （２）基本施策の「都市計画・公共

交通」については、高齢者の移動手

段の確保の面から、後退することな

い予算の裏付けをはかってくださ

い。 

「計画」実施後２年を経て、市の実

施するコミニュテイバスは、４路線

の確立とともに「空白地域の交通手

段対策」を一定程度まえにすすめま

した。しかし、「計画」は、ここでと

どまれば、発足時より、多くの高齢

者の要望でもあり、担当課との話し

合いが重ねられてきた、「高齢者・

市民のまち中の生活に欠かせない

移動手段」の対策化に至りません。

この点については、本予算案でも

「施策・予算的な停滞が生じること

のない」よう、特段のご配慮が求め

られます。また、このことは、公共

交通分野と福祉分野の双方の対応

が必至で、部課を越えてのきめ細か

な連携・協同も問われるところで

す。ご賢察を願います。 

一団の交通空白地域対策として

市で運行しておりますコミュニテ

ィバスにつきましては、令和 3年

7月の「飯重・寺崎ルート」の運

行開始により、「佐倉市地域公共交

通網形成計画」に位置付けられて

いる全てのルートの運行が整備さ

れたところでございます。 

今後は、コミュニティバスの運

行を継続するとともに、一層の利

用促進を図っていきたいと考えて

おります。 

 また、街中の移動手段として令

和 4年度及び令和 5年度に京成佐

倉駅とＪＲ佐倉駅間の「城下町周

辺地区」の公共施設や観光施設、

商業施設を結ぶ循環バス社会実験

の実施の計画もございます。引き

続き「佐倉市地域公共交通網形成

計画」の目標の実現のため、民間

交通事業者、福祉部門との連携を

図り、高齢者を始めとした市民の

皆様の移動手段の確保に努めてま

いります。 

 コミュニティバスをはじめとし

た公共交通の維持・継続には、市

民の皆様の利用が不可欠となりま

すので、積極的な利用についてご

協力をお願いします。 

無 

12 ＊＊ 政策・予算編成過程の逐次公

開と説明（ホームページ依存は無

理。ご多忙でも人的に温かく） 

市民の要望がどのようにして「施

策・事業化（予算化）」となるのか、

「担当現課の作業工程から市長の

決裁に至るまで」の具体的な流れの

ふしぶしでの説明（期限を含む）を

望みます。今回の予算案の固まる段

階の「意見募集配布資料」では、市

民個人が一見するだけでは、とても

読みこなせません（ページ整理無）。

よって、これも、適宜「よみかた」

に始まる、市民に公開の「説明会」

の工夫が必要ではと思われます。 

予算編成過程につきましては、

各部局より予算要求があった段階

において本意見公募にて予算要求

の内容を公開しております。 

また、査定状況につきまして

は、予算案を議会へ提出する時期

に公開する予定です。 

無 

 


